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特　長

1

2

3

4

5

6

耐摩耗性

高抗張力心体

高速伝動

帯電防止

豊富な種類

簡単なエンドレス加工

用途に応じた特長を持たせた特殊合成ゴム（NBR）
の使用により、安定した摩擦係数が得られ、耐摩
耗性に優れています。
（テーバー式摩耗試験　40mg/1000 回）
※摩耗輪はH-22使用、荷重は 5N

薄くて強靱な心体の採用により遠心力の影響は軽
微となり、抜群の耐屈曲性と相まって高速伝動を
実現します。
（70m/sまで可能）

一部タイプを除き帯電防止処理が施してあり、静
電発生電位は非常に低い値を示します。

各種伝動用から搬送用途まで、あらゆる分野で使
用されるタイプを取り揃えております。

ニッタ専用工具・接着剤の使用により、現場エン
ドレスが容易に行えます。

（500 ボルト以下）

心体に高品質の延伸ポリアミドフィルムを使用し
ているため、高い引張強度を保有しています。
（心体ポリアミドフィルムの引張強度

300Mpa｛3,000kgf/cm2｝以上）

わが国初の伝動用革ベルトから始まった製品は、明治時代から続くニッタの

ルーツ。それを引き継ぎ進化した伝動・搬送用ベルトのポリベルト™。

基本構成は薄くて強靭なポリアミドフィルムと耐摩耗性に優れた特殊合成ゴ

ムの組み合わせで、広く産業機械の伝動、搬送分野でグローバルに活躍し

ています。

より速く、より確実に力や物を伝える高機能性で、高付加価値を生み社会

のニーズに応える製品群を展開しております。

ニッタは、いつまでも変わらぬ品質と安心をお届けすることを使命とし、お

客様のニーズに適確にお応えしてまいります。
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種類と特性一覧表

主　　用　　途

自動旋盤等の工作機械

シリンダー乾燥機等の各種ドライヤ

小中型木工機械

小型遠心ポンプ・送風機

ゴム厚が薄く、特に多屈曲・高速運転に適する

スタンダードタイプ

通常の運転条件に適する

特に耐摩耗・耐衝撃に優れた厚手カバーゴムを使用

厳しい運転条件に適する

ファン・ポンプ等の各種産業機械伝動

チッパ等の製材機械

コーターマシン等の紙工機械

その他の一般伝動

薄板搬送等耐カット性コンベヤ

コンプレッサー

圧延機

紙管巻機

建材搬送等耐摩耗性コンベヤ
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特　　　性 ベルトタイプ
総　厚

（mm）

質　量

（kg/m2）
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表　　面 裏　　面

材　質 形　状 色 摩擦係数

（対鉄系） （対鉄系）

（対鉄系） （対鉄系）

（対鉄系） （対鉄系）

〜

0.5

0.6

〜

0.5

0.6

〜

0.5

0.6

〜

0.5

0.6

〜

0.5

0.6

〜

0.5

0.6

材　質 形　状 色 摩擦係数

安定時軸荷重
（N/mm幅｛kgf/cm幅｝）

2%
伸張時

1%
伸張時 伝動用 搬送用

帯電
防止
仕様

標準
製作
最大幅
（mm）

連続使用
温度範囲
（℃）

（断続使用）

最小プーリ径
（mm）

※受注生産品にて、在庫の確認をお願いします。
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設計資料

１.二輪伝動設計資料
（1）下記の表1の設計動力と小プーリ回転速度からベルトタイプを
　　選定してください。

（r/min）

表-1　基準伝達容量とベルト速度とポリベルトのタイプ

〈注意〉
表 -1に記載されていないタイプ（350、750、1500、2500、3000）は、
記載各タイプの中間に位置するとしてお考えください。

設計動力（kw/10mm幅）

小
プ
ー
リ
回
転
速
度

（2）プーリ径とその回転速度より、ベルト速度（v）を求めてください。
d : 原動プーリ径（mm）
n : 原動回転速度（r/min）

v（m/s）= π・d・n
60×1000

D : 大プーリ径（mm）
 d : 小プーリ径（mm）
C : 軸間距離（mm）

P : 伝達動力（kw）

（3）伝達動力とベルト速度より、有効張力（Te）を求めてください。

（4）プーリ接触角（θ）を求めてください。（オープン掛けの場合）

Te（N）= 1000×P
v

θ（deg）=180°－57（D－d）C

0.1
10

20
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50

70

100

200

300

500

700

1000

2000

3000

5000
7000

10000

0.2 0.3 0.5 0.7 1 2 3 5 7 10 20 30 40

接触角θ（deg）

（λ）

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
係
数

bp : プーリ幅（mm）

2To（N）=Te× K
λ

b（mm）≦（bp－10）
1.1

（5）下記の表 2より、トラクション係数（λ）を求めてください。

（6）下記表 3より、負荷余裕係数（K）を選定してください。

（7）概算軸荷重値（2To）を求めてください。

（8）ベルト幅の制限枠（b）を求めてください。

ベルト計算幅は、5mm単位に丸めてください。

表-3負荷余裕係数（K）

使　　用　　条　　件

起動負荷が非常に軽く、負荷変動小
（ベルトコンベヤ、小型遠心ポンプ）

起動負荷が軽く、負荷変動小
（印刷機械、木工機械）

起動負荷が大きく、負荷変動大
（製紙機械、プレス機、圧延機）

通常の条件

1.3

1.5

2.0

2.4

2.7

3.6

油・粉塵の
多い環境

表 -2トラクション係数（λ）

90°
0.3

0.4

0.5

0.6

120° 150° 180°

（9）下記の表 4より、遠心力定数を読み取り、下記式の要領にて、
　　遠心張力（tc）を求めてください。

〈計算式〉遠心張力（tc）= 遠心張力定数×ベルト総厚 h（mm）

表-4 ベルト速度と遠心張力定数

ベルト速度（m/s）

遠
心
張
力
定
数(

N)
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6

10 20 30 40 50 60 70
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２.ベルト長さの計算式

３.プーリ形状について

計算内周長（Li）の求め方

ポリベルトの長さはピッチ長さ（Lc）で製作しますので、上記で求めた Li を Lc に換算してください。

また、ベルトの取り付けに際し、軸間が固定され、テンションプーリのない装置においては、
あらかじめ伸張率分だけ短くする必要があるので、ベルト製作長さを次式にて求めてください。

（注）多軸伝動のベルト長さは、プーリ径、座標をご連絡頂ければ弊社で計算致します。

（A）の場合
Li（mm）= 2C＋ 　（D＋d）＋π

2
（D－ｄ）2

4C
（B）の場合

Li（mm）=

製作長さ（mm）= E=

ピッチ長さLc=Li＋πh

（1）プーリの幅（bp）は、次式により求めてください。

（2）プーリのクラウン（hc）は、表 5より求めてください。

（3）プーリ表面の曲率半径（rc）は、次式より求めてください。

（4）プーリ表面の仕上げ程度は 6.3S以上にしてください。

（5）ベルト速度とプーリ材質

（6）原則としてプーリには、フランジをつけないでください。

表 -5 標準クラウン hc（mm）

bp（mm）=1.1b＋10mm b：ベルト幅（mm）

h：ベルト総厚（mm）

ε：ベルト伸張率（％）

2C＋ 　（D＋d）＋π
2

（D＋ｄ）2

4C

Lc
1＋E

ε
100

rc（mm）= bp
2

8hc

（A）

（B）

C

d
D

プーリ幅

30～125

126～260

261～400

ベルト速度

プーリ材質

30m/s以下

鋳鉄、アルミ、軟鋼

30～50m/s

鋳鉄または軟鋼

50m/s以上

軟鋼

30～150

0.8

1.0

1.1

151～300

1.2

1.3

1.4

301～700

1.3

1.5

1.6

701～1000

1.7

2.0

2.2

1001～1500

2.0

2.3

2.5

1501以上

2.5

2.8

3.0

プーリ径

bp

b

hc

rc

6.3S

設計資料

（10）単位幅（N/mm 幅）当りの軸荷重（2to）を求めてください。

（11）選定したベルトの取り付け伸張率（ε）を求めてください。

（12）ベルト張力による軸荷重（F）の算出

（注）多軸伝動および搬送用途については弊社までご相談ください。

ベルトの許容伸張率は1～3％です。これを外れる場合は以下の
方法で対策を行ってください。
①ベルトタイプを変える。　②ベルト幅を変える。

ε” : 
2to（2％） : 

停止時 : 

走行時 : 

Fs（N）=

Fr（N）=

2to×　　×ｂ×sin

標準伸張率（2％）
2％伸張時の安定時軸荷重値（N/mm 幅）

2to（N/mm幅）= ＋2tc2To
b

ε
2

ε= ×ε”2to
2to（2％）

2to×　　－2tc　×ｂ×sinε
2

θ×π
2×180°

θ×π
2×180°（ ）
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使用上の留意点

ベルトに表示されているテンションマークを実測し、

所定の伸張率まで伸びるように張ってください。

また、ベルトが均一に伸ばされるようにするため、

ベルトを 1～2 周回した上でテンションマークを確

認してください。

ポリベルトの耐摩耗性は優れていますが、ベルトの

寿命を永く保たせるには、ベルトの交差する部分に

回転体を挿入してください。

ベルトシフターは回転式のものを使用してください。

回転しないものはベルトの摩耗が早くなります。

シフターの取り付け位置はベルトが従動プーリへ進

入する所にしてください。

ベルトタイプ選定には伝達計算だけでなく、シフテ

ィング性も考慮してください。

ベルトの取り付けは軸間距離を調整できる装置を設

けておくと容易に行えます。

調整装置のない場合には、プーリエッジにウエス等

の保護物を当てて、ベルトに傷つけぬように取り付

けてください。

ポリベルト™をご使用いただく上での主な注意点を下記に述べます。

ベルトの張り方

タスキ掛けについて

ベルトシフターについて

ベルトの取り付けについて

11

ポリベルトの長さは原則としてピッチ長さで製作致

しておりますので、ピッチ長さにてご発注ください。

また、軸間距離の調整不可能なところへ取り付ける

場合にも、あらかじめ所定の伸張率分だけ短縮した

ピッチ長さでご発注ください。

（9ページをご参照ください）

ベルト製作長さについて

ポリベルトは、乾湿、機械油、蒸気、油脂、ベンジ

ン等には侵されません。しかし、濃い酸やフェノー

ル類、ケトン類、アルコール類の薬品には侵されま

すのでご注意ください。

耐薬品性について

ポリベルトの伝動用の最小プーリ径は、2～7 ペー

ジの種類と特性一覧表に記載していますが、ベルト

速度が 5m/s 以下の場合は、搬送用の最小プーリ径

が適応できます。

最小プーリ径について

ポリベルトの許容最大伸張率は 3％迄です。

それ以上になる場合はベルトタイプを 1 ランク上げ

るか、ベルト幅を広くすることを検討してください。

ベルトの伸張率について
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■伝動用途での不具合処置方法
下記のような現象で不具合がある場合には、それぞれの処置をしてください。

不　具　合　事　項 診　断　項　目 処　　置　　方　　法

起動時にずれ、その後元に戻り
正常に走る。

起動トルクが大き過ぎるためであり、
ベルトをさらに張るか、起動負荷を軽
くする。

負荷が軽い時は正常であるが、
負荷が重くなるとはずれる。

負荷が重いためであり、ベルトをさら
に張るか、負荷を軽くする。

負荷が軽い時でもはずれる。 プーリの平行度を修正する。
ベルトのはずれる方を張るようにする。
テンションプーリのある場合は、テン
ションプーリの軸を傾けてやる。

ベルトを張り増しても、回転速
度が全く上がらない。

プーリ径を測定する。
速比の大きい時は、プーリ径にベルト
厚みを加えて速比を出す。
原動車の回転数を測定する。

張り増ししたら回転速度が上が
る。

負荷が大き過ぎないか確認する。
ベルトのテンション、張り率を確認する。
ベルトの伝達能力が負荷に合っている
か再検討してみる。
温度が著しく高い所では、少し多めに
張る。

ベルトの張りが強過ぎないか確
認する。

テンションマークを確認、もしくは、
張力計にて張力を確認し、張りが強過
ぎる場合はゆるめる。
ベルト幅が負荷に比べて大き過ぎる場
合は、ベルト幅を細くする。

ベルトの張りが適正である。 ベアリングの許容荷重と回転速度から
適正なベアリングを検討する。
潤滑油がなくなっていないか確認する。

プーリの軸方向に大きく振れる。
（蛇行）

多少の蛇行でも、機能上問題になるな
らば、ベルトに曲がりがないか確認す
る。

プーリの軸方向と直角の方向に
振れる。
（波打ち）

機械の振動と、ベルトの固有振動数が
合って共振しているため、ベルト張力
をかえてみる。

ベルトがプーリからはずれる。

所定の回転速度が出ない。

軸受けの熱が高過ぎる。

ベルトが振れる。
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ベルト形式表示例

M-1000 50×7000E-T
特殊加工

継手形状

ベルト長さ

ベルト幅

心体ポリアミドフィルムタイプ

表面カバー構成

表面カバー材構成

形状

極薄いゴム布目付
薄いゴム粗目付
中厚いゴム粗目付
厚いゴム粗目付
特厚ゴム粗目付
RT目付
NRT目付
TW目付
タフタ目付
高硬度ウレタン平滑

Slight Green
Light
Middle
Heavy

表記参考 材質記号

NBR
NBR
NBR
NBR
NBR
NBR
NBR
NBR
NBR
PU

SG
L
M
H
XH
RT
NRT
TW
TF
HU

製作公差

内　　　　　容

エンドレス品
両手継手品
片方継手品
ロール品をスリット、カットしたもの
長さに公差要求のあるカット品
原反

記号

E
B
S
C
CJ
R

継手形状

内　　　　　容

穴加工など特殊加工のあるもの

記号

T

特殊加工

許容差

±0.3
±0.5
±1.0
±2.0
±3.0

呼び幅

～
～
～
～
～

10
50
100
280

11
51
101
281

幅

許容差

－0 /
－0 /
－0 /
－0 /
－0 /
－0 /
－0 /

+5.0
+8.0
+13.0
+18.0
+26.0
+50.0
+80.0

呼び長さ

～
～
～
～
～
～
～

500
1.000
2.000
5.000
10.000
20.000

501
1.001
2.001
5.001
10.001
20.001

カットジャスト品（CJ）

許容差

呼び長さ以上

カット（品）、片方継手品（S）、巻物（R）

許容差
幅100mm未満 幅100mm以上

±2.0
±3.0
±5.0
±7.0
±10.0
±20.0
±0.15％

±2.5
±4.0
±6.5
±9.0
±13.0
±25.0
±40.0

呼び長さ

～
～
～
～
～
～
～

500
1.000
2.000
5.000
10.000
20.000

501
1.001
2.001
5.001
10.001
20.001

エンドレス品（E）、両手継手品（B）

基本構成

●ポリベルトは、保管状況によって寸法変化があります。上記寸法はあくまで出荷時の公差範囲となります。
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